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　調布｢憲法ひろば｣第195回例会を11月11日(土) 13:30～、あくろすホール１で開催。「『玉砕』の島　語られなかった真実　サイパン・テニアン」と題して記録映像制作者の太田直子さん(写真左)のお話を聴きました。司会は岩本努世話人(写真右)、記録は深大寺北町の二見真由美さんにお願いしました。参加はZOOM視聴2人を含め30人でした。　(編集部)
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サイパンとテニアンの「玉砕」





一九四一年十二月、太平洋戦争が始まり、当初は「勝った勝った」の進軍をしていたが、翌年六月、ミッドウエイ海戦で惨敗、政府はそれを公表せず、その後はガダルカナル、アッツ島、インパール、ニューギニアと苦戦が続き、四四年六月にはマリアナ諸島のサイパン、テニアンが戦場となった。


ここを押さえられると本土への空襲が可能となるので、死守せんと壮絶な戦いをし、兵士三万人、民間人一万人の犠牲を出した。これを当時は「玉砕」と報じた。民間人の約半分が餓死、集団自決、追い詰められて島の北端の万歳岬に身を投げたという。


多くの民間日本人が巻き込まれた最初の地上戦であった。





サイパン・テニアンへの旅　





講師太田直子氏は現在五〇代後半、若いころ（一九九二年）、高岩仁氏に同行し「教えられなかった戦争　侵略・マレー半島」の撮影現場を体験。以後、一九九四年から南方の取材、聞き取りを行い、「『玉砕』の島　サイパン・テニアンに生きた人たち」という映像作品を制作、二年前と今夏にＮＨＫでも放映され、早大ジャーナリズム大賞を受賞するなど高く評価された。その映像を一部見ながらの講演となった。


サイパンとは？





一九一四年、日本海軍がドイツ領南洋群島を占領、一九一九年のベルサイユ条約により、以後日本の委任統治領となり、南洋庁が設置されサイパン支庁となった。移住者は沖縄、福島、鹿児島出身が多く、南洋興発という製糖会社が進出し一面さとうきび畑である。南興会という組織があって、太田さんは主にそこを通して当時を知る人を見つけ、話を聞くことができた。





惨い地上戦





映像で、初めて語るという福島出身の小桧山みささん、わが子を小さい順に手にかけたこと、１２歳の娘が代わって弟を殺したこと、小１の昇さんは生きたい！と拒否したことを語る。


福島出身の二瓶虎吉さんは母親に頼まれやむなく母を殺したこと、福島出身のカンノエイコさんは妹を洞窟に置き去りにしたこと・・・など惨いことが語られる。救われる話としては、「死んではいけない！」と若い兵士から強い目で言われて、それを拠り所に生きた人もいた。


沖縄戦のちょうど一年前に、既にこのような地上戦による惨劇が行われていたとは、あまり知られていない。同じことがくり返されてしまったのだ。





チャモロも犠牲に　





またサイパンにはチャモロという先住民がいて、五人に一人は巻き添えにされて亡くなっている。カンノエイコさんはその方たちに詫びたいと言った。太田さんも気づかされて、チャモロの証言も集め始めて映像化している。家を食料を奪われ、日本語以外のチャモロ語を話すとスパイと疑われるなど、日本兵も、米兵も怖いという散々な状況だった。


サイパン玉砕の背景には深く重いものがあることを知った。


　


若い世代がこのように歴史を掘り起こし伝承に力を注ぎ、反戦の志を繋いでいこうとしている姿は頼もしく、嬉しく思えました。


（二見真由美･記）




















